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吉田修一論
現代小説の風土と訛り

ファン必携、吉田修一論ついに刊行！！

現代を代表する作家・吉田修一。純文学と大衆
小説の文学賞を合わせて受賞するなど、その振
れ幅の広さは他に類を見ない。また代表作『悪人』
は “善悪” といった重い主題にも関わらず、ミ
リオンセラーを突破、映像化作品も興行収入 19
億円を超える大ヒットを記録した。ー何故、
こんなにも多くの人を惹きつけるのか？
これまで語られることの少なかった生い立ちや
故郷に触れながら、作品の魅力を解き明かす。
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酒井信◉著

酒井信（さかい・まこと）：1977 年生まれ。慶應義塾大学助教授を経て、
現職は立教大学情報学部准教授。著書に『平成人（フラット・アダルト）』（文春新書）
『最後の国民作家　宮崎駿』（文春新書）等。文芸誌と論談誌に執筆多数。

吉田修一（よしだ・しゅういち）：1968 年長崎県生まれ。97 年に『最後の息子』でデビュー。2002 年には『パレード』で第 15 回山本周
五郎賞、『パーク・ライフ』で第 127 回芥川賞を受賞。純文学と大衆小説の文学賞を合わせて受賞し話題となる。07 年『悪人』で第 61 回
毎日出版文化賞と第 34 回大佛次郎賞を受賞。10 年『横道世之介』で第 23 回柴田錬三郎賞を受賞。

最新刊
『国宝』含む
ほぼ全作品
網羅 !!!

どうして心が震えるのか。


